
昭和51年 5月 9日 第 i距郵便物認可 (毎月1回 1日 発行)昭和52年 3月 1日 発行 通巻6“号

ヒ マ
´

フ
HIMALAYA !977年 3月号 ・

〆
″ ｀

′

し
t～ノ

ヽ
ヽ

、
ヽ

ι

,7
.ヽ

口未ヒマラヤ協春
HIMALAYAN ASSOCIA丁10N OF JAPAN

HAJ

!歳だ:

t彗子

ぽ

ず



HAJヒ マラヤ集会のご案内*******

東京定例集会 18時 30～ 20時

場所 有楽町 トラベル日本 「 ラクチョウビル」

5F会議室 含 572-1461

2月 26日 0パ ミール・ 中央アジア(3月 26日 は中止)

4月 8日  ガルワル・ ヒマラヤ情報

8月 のラグック・ カシミール登山、ツアー

の打合せも行ないます。(4月 22日 は中止)

中部地区定例集会 18時 30～ 20時

3月 11日  インドヒマラヤ速報

名駅前ホテルニューナゴヤ 747号

4月 9日 国ヒンズークシの旅 (岐阜 )

岐阜南市民会館・ 岐阜市加納丸ノ内

名鉄、国鉄「 岐阜駅」より徒歩 20分。

なお、9日 夜～10日 (日 )に かけて小登山をします。

ヒマラヤ地図研究会 2月 24日 夜 (京都)場所未定 

αχO罰 「 ヒマラヤ」 3月 号 目 次 C載鰯 〉

ヒマラヤヘの誘い……………………・

講演と映画の会予告
「 ヒマラヤのかなたへ」…………

くヒマラヤ紀行>カ ラコルムの山旅 (4)

ヒマラヤ閑話
「 深田久弥旧蔵書目録」のこと・̀

く中央アシア紀行>ブハラの秋 ・……・

HAJ新 刊予告

「 中央アシア・ シルクロード」̈

く中央アシア・ ガイ ド>
中国領中央アジア・……………・

く読者だより>日本からヒマラヤヘ……

くH■ Sのペーシ>コ ムニズム峰登頂 …

HAJ新 刊予告「 シェルパの履歴書」・…

H AJ。 アフガニスタン報告会・
報告書発行…………………………………・

く関係の機関・団体  その 4>
アシア経済研究所………………

くH&Sのペーシ>イ ンド涌信 (8)・…・・

EI豆∃「 東海山岳 第 4号 」・………

H AJの 本 特約店紹介 一 その 2_

札幌・成美堂書店
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19

20
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HAJ・ ビスタリクラブ例会 ********************
<期 日> 6月 4日 (土)5日 (日 ) 1泊 2日  <費 用> 4,500円 (小人3,000円 )当 日、受付で。

<場所> 寸又峡―南アルプス表登山口。沢口山 (4時間 )登 山、飛竜橋などへのハイキング。

<申込> ハガキでビスタリー・ クラブ黒沢文代 
く宿泊所> 寸叉ヒュッテ 

バスの終点「 寸又峡温泉」で下車。坂道を ドって温泉人口へもどった左側。道路をはさ

んで右側に無料駐車場あり。 (雨天の場合は、ヒマラヤの話やスライドなどを楽 しみます。)

飛竜橋 交 通 ご案 内
東 海 道 線 金 谷 駅 で 下 車 し、電 車・ ジ ー ゼ

ル カ ー ・ パ ス と 乗 次 い で変 化 に 富 ん だ

大 ル 川 の 車 窓 風 景 が 楽 しめ ま す 。 ■ 又

峡 温 泉 ゆ き バ スが 兎 辻 峠 を 越 え る こ ろ

か ら 眼 下 に 数 十 米 の 断 崖 を望 み ス |,ル

が強す ざます力̀安全運転で心 Aι はあ り

ません。
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表紙画 。今 村 朋 信 (rl正 とお詫・ 2月 号の表紙画も今村さんでした。 )
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ヒマラヤというと、好奇心、尊敬の念、神秘な

美 しさを呼び起こさせる。それは文字 どお り「 雪

の住家 」を意味 し、インド人の心や哲学 を支配 し

ている。 ヒマラヤと神聖なることとは、遠い昔の

イ ンド大陸の人々にとって分けることのできない

ものであった。平地を流れる川は最も神聖なもの

に属する。 インド・ ヒンズーの有名な シン ドゥ川

・ イ ンダス川や、神聖なるガンジス川 。ジャムナ

川・ サ ラフジ川 。ブラマプ トラ川の源はすべて ヒ

マラヤ山脈である。この最も高い山々は中国へ流

れる揚子江や黄河、 タイヘ流れるメコン川、 ビル

マヘ流れるサルウィン川の水源でもある。また、

イ ン ドの中央平原も半世紀の間に ヒマ ラヤの上壌

によって作 られた。

東西およそ 3,600勧 に伸びる巨大な 自然の城壁

であり、インド大陸ヘチベットや シベ リアから吹

いて くる氷のように冷たい風や 風雪 を 防 ぐ楯の

役割 をしている。それはあたかも偉大な叙事詩を

思いおこさせる。 マハーバラータを書いた有名な

哲人の ビヤス (Vya s)は バ ドリカスラマ (Badri_

kasrama)の 森に住んでいた、バシスタ(Vasisthめ

は聖人で 予言者であり、莫大な ヨガの説明を書い

た世捨て人である。偉大な仏陀は ヒマラヤのふも

とで生まれ、その愛 と非暴力の思想は ヒマラヤに

もまさり、そびえ立つ山々か ら流れる川のように

国々を神聖なものに浸 していく。

慣習はおそらく紀元前 3世紀の初期に明確な形

をとりは じめ、それは修道院や霊廟の巻 き物、聖

書、絵画、遺跡か ら見つけ られるであろう。

ひとたび山のふもとにやってくると、 ヒマラヤ

は頭 L高 ぐにあ り、人々に最も崇高な考えや精神

を与 える。山々は人々の心の中に、すば らしい魅

力を投げかけて くれる。人々はこの自然の全く信

じられないよ うな不思議な中で、絵画やスケッチ

や写真の隠れた才能を見つけることができる。多

くの人は休みな く トレッキングに行き、行った先

々で楽 しみを見つける。そ してまだ荒 らされてい

ない谷でた くさん咲いている野生の花の香 りのす

る、 きれいで雄大な空気 を吸 うことができる。ま

た、多くの人は大胆に もヒマラヤの高峰 を登 りに

くる。 ヒマラヤの広範囲にわたる解禁に伴い、今

や多くの新しい地域が、外国の旅行者に開放され

た。

東部ヒマラヤのダージリンから、旅行者は世界

第 3位のカンチェンジュンガ(8,598″ )を 眺め

ることができる。まん中にはカンチュンジュンガ

に見おろされた低く横たわっている谷があり、そ

この人 は々力 )′ チェンジュンガを「 神の座 」として

崇敬 している。カンチェンジュンガは20世紀のは

じめに世界中の登山者のねらいの的で、たくさん

の遠征隊が登頂を試みたが、 1956年 にイギ リス

の遠征隊が頂上に登ることに成功 しただけである。

しか し、この谷の地方の人々の感情を尊重 し、

約東を守って彼らは頂上の 2、  3フ ィート手前で

登ることを思いとどめた。この遠征隊の記事は |~

人跡未踏の頂上」と名づけるのにふさわ しいであ

ろう。

ダージリンの近 くの「 タイカーの丘」(Tiger nll)

から見る日の出は、筆にも口にも表現できないほ

どの体験であろう。サ ンダクプー(S andakphu)は

ジープで簡単に近づけ、堂々としたエベレス トを

含む ヒマラヤのまた とないパノラマを、旅行者に

見せてくれる。その地域はおびただ しい数の魅力

的な トレッキングのルートがあり、鳥を観察 した

り、蝶々を捕えたりする人々を喜ばせる。

外国の旅行者は今では有名なナングデビーの聖

域を訪れることができる。そこは 1939年 まで奥

深くへ行くことができなかった。そこは「花の谷」

(Valley of Flく wers)と「 ハリィ ドンの谷」GL―

rki― Dun Valley)で バ ドリナ ートとケダルナー

トの巡礼者の偉大な聖地がある。旅行者は時の流

れからのがれてまだ存在 している ラホ ールとス ピ

テ ィの隔絶 された谷 を探検することができ、それ

とともにその慣習や信仰が 100年 た っても変化 し

ていないことを見ることもできるこ このような隠

された谷は、先天的 に東縛されずに繁栄するよう

な環境 を持 ぅている。政治的にも地理的にも孤立

しているため、イ ン ド地方で 100年 も前にさかん

に行なわれた仏教徒のスボ ーツが、その起源の場

所ではほとんど消滅 してしまっているけれ ど、こ
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れらの谷ではまだ残 っている。

**ラ ダ ッ ク *****
ラダックの谷 々は今 日、旅行者に発見されるの

を待っている。 レーは ラダックに含まれ、古くか

ら商業道路の集まる地点であ り、今では外国人も

訪れることができる。 ラダックの中で、過ぎ去っ

た年月やユニークな文化を見ることができる。そ

こはおそ らく本当の宗教分離が習慣 として残って

いる世界でただ 1つの地方であろう。他の どの地

方でも、仏教徒の少女と回教徒の少年の結婚式を

見ることができない。そ して仏教徒の少女は新 し

い家 の信 仰に従 い、その逆もまた同 じことであ

る。 このような婚姻はここラダックでは両方の家

で寛大に認められる。そうい う家庭では、 3人の

子供に 3つ の違 った信仰を教える。 1人 は仏教、

もう 1人は回教、 あとの 1人 はキ リス ト教 といっ

た具合いで、全員が同 じ屋根の下に住んでいる。

ラダックの面積は 97,872餅 で、ジャンム・ カシ

ミール州全体の地域の70%で 、地球の最も高い地

方の 1つ である。 人口は 11万 人で、世界中で最も

人口密度の低い地方の 1つ でもあり、それは 1平

方キロにつき約 1.2人である。何キロも広がった、

山からの風に吹 きつけられた荒涼 として乾燥 した

ところで、まだ人間や鳥や動物や木でさえも日に

つかないところをあちこちと、たった 1人 で運転

しなければならない。 ラダックの主要都市である

レーは絵のように美 しい町で、まるで昔の世界を

思い起 こさせ、海抜約 3,300“ をこえ、イングス

川の北の川岸にある。 レーはさまざまな文化が奇

妙に混 ざっていた り、音や現代の建物が混合 しあ

っているところである。

ここでは東西の合流ばか りでなく、南北の合流

も見 られる。歴史的なキャラバ ンの道は レーでカ

ラコルム峠経由でヤルカンド(Yarkand)、  コータ

ン(Khotan)、 カシュガル (Kashgar)へ つなが り、

もう一方ではチベ ッ トの ラサにつながり、またも

う一方ではバ ララチャラ、 ロータン峠経由でイ ン

ド平野へもつなが っている。中央アジア幹線道路

はおそ らくこの 100年 の間に、魅惑的なこの地方

に入る、ただ 1つのル ートであろう。 インダス川

は近 くまで曲りくねって流れ、ここで川幅が広 く

な り、途中の島によって分かれて流れてい く。南

へ開けた谷を渡って、 レーの町は、澄んだ空気の

中に鋭くそびえるヒマラヤの雪の山々の尾根 を背

景に、 日没に山々が銀色の川の上に、バ ラ色に燃

えるように輝 くようなところである。町の家は、

種 々様 々な泥の レンガでできてお り、各自で木製

の玄関の柱に彫刻 した り、窓わ くを塗 ったり、バ

ル コニーを作った りするので、さまざまな建物が

見 られる。夏の終 りになると平 らな屋根の上に、

冬の家畜畑から取 ってきた千草が積み上げられる。

ラダックか ら434ん″に及ぶ長い砂利道がスリナ

ガルにつなげられ、その道は 5月 か ら10月 までは

オ ープンされたままになる。道路 は最も美しい谷

のい くつかを通 り抜け、その地方の植物や景色が

変わる地点である有名な ソジ・ ラ (Zoji La)

(3,529m)を 越える。 カシミールの青 々とした

緑からラダックの荒れ果てた岩だらけの風景に変

わる。谷間の柔かで甘い空気の快い微風が、そこ

らの海抜になると砂嵐 をひきおこす原因となる。

空はたいてい澄んだ青色で、太陽は明るく輝いて

いる。その高さでさえ昼間の うちは、がまんでき

ないほどの暑さにな り、夜になると凍るような寒

さになる。

ス リナガルからレーヘは毎日バスが出ていて、

ス リナガルを朝 8時に出発 し、カルギルで一泊 し

て翌 日の夕方、 レーに着 く。個人の車だと、 1日

で レーに着 くことができるが、たくさんの峠を越

えるその旅は退屈このうえない。 カルギルで 1泊

した後、バスは翌朝軍隊の トラックが道路 を占領

するのを避けるために、たいへん早 く、午前 4時

には出発する。個人の乗 り物を利用することは制

限 されていないので、旅に非常に役立つ。

レーの中やその周辺の交通機閃については 1日

とか半日契約のジープや タクシーが利用でき、そ

れに加えて全く快適 とは言えないが、 ローカルバ

スも利用できる。

現在、土木事業局の収容設備が主要な村々にあ

り、利用できる。

ラダックの中で日立 った日標物は仏教の修道院

か ゴンパ (ラ マ寺 )で ある。あらゆる村に修道院

があ り、 1人か 2人の ラマ教徒か修道士がいる。

ゴンパはいなかに点在 していて、最 も人 目をひく

建物である。急な山腹 とか山の中の深く奥まった

所な ど、近づ くのに困難な場所を選んである。 ラ

グックは 12の 主なる修道院 とおよそ 5,000の ラマ

寺がある。最も有名な修道院はヘ ミス・ ゴンパ

(Hemis Gompa)で ある。それは ラダックの中で 1
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◇◇第 7回 東 日本 ヒマラヤ研究会開催予告00◇ 6月 25日 (土)～26日 (日 )・ 1泊 2日・ 秋田市 CЮ◇

メイン・ テーマ「 ヒマラヤとのかかわり」(山、人、本、氷河、蝶、仏教、旅、言語、組織論…… )

祥細は追って知らせます/定 員70名′/参加費 8,000円/申 込
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番大きい修道院で、 ラサの修道院に最も近 く、ま

た重要な地位にある。それは レーからレー●マナ

リ道路に沿 って40ん″離れた所にある。その修道院

はおよそ海抜 3,600mの 山奥に位置 している。そ

れはポプラの密林の中にあるため、遠くから眺め

ても全然 目立たない。毎年のお祭 りは 6月 にひ ら

かれ、 ラダック中の人がや って くる。お祭 りはお

めでたいことであり、人々は多彩な衣裳を身にま

とい、特に婦人は宝石の装飾の してあるものを身

にまとって、お祭 りの芝居などを見物する。踊 り

手達は グロテスクなお面 をかぶり、神秘的な雰囲

気の中で太鼓や他の楽器の曲に合わせて、手や足

を奇妙な身ぶ りで動か して踊る。

寺院の内は、片手にはチ を持ち首飾 りをした大

きな黄金の仏像がある。 また修道院の壁は神や修

道土や聖者が美 しく描かれている。めでたい時の

祭式や儀式は念入りで実に色彩的である。香 をた

き、バタ ーランプをともし、音楽を奏することは、

ラダックの仏教徒の礼拝のほとんどすべての行事

に欠くことのできない原則である。修道院の中は

莫大なバターランプが 1日 中絶え間なくともり、

楽団が堅苦 しい礼拝がは じまると同時に演奏 をは

じめる。たくさんの旗をあげた人々の家は一 旗

は災いが及ぶのを防 ぐ力を持 っていると信 じられ

ている― 祈 りや礼拝 と同 じような雰囲気 を再現

する。

他に訪れる価値のあるのはティクセ(Tiksey)

の修道院で、そこはイ ングス峡谷の景色を前方に

見おろすことができる。 それはヘ ミス・ ゴンパヘ

行 く途中の丘の斜面に突 き出て建っている。修道

院は彫像や仏舎利塔 (ス トワーパ )や タンカ(仏

画 )で いっぱいの部屋がたくさんあ り、非常に興

味深い絵画もある。

シェイ (Shey)の 宮殿 と修道院は レーか らおよ

そ 15ん″、ヘ ミスヘ行く途中に建 っている。宮殿は

丘の頂上にあ り、表面が金色の大きなス トウーパ

が置かれている。 シェイの修道院にある座 った姿

勢の仏像 が、一番背の高いものだと信 じられてい

る。その仏像は銅 と金めっきでできてお り、 2階

建ての高さはあるが、 1階 ぐらいの高さに登 った

だけで、仏像の顔を見ることができる。また修道

院には音が美 しく聞こえるために、風でよく鳴る

鈴がある。

一番簡単に行けて一番よく保存 されている修道

院はス ピトック(Spituk)に あ り、ス リナガル・

レー道路の途中で レーの 3ん″手前にある。それは

小山の頂 上に建てられ、イ ンダス川を見おろ して

いる。並んで建 っている修道院のうちでは、古い

方の 1つ である。ま新 しい ゴ/パがここでもまた、

修道院の中に建てられている。 タンカの豊かな宝

や、その他の美術品がよく保存 されている。

その他に重要な修道院は、 アルチ (Alchi)、
ニイ ンム(Nimaun)、 セ /カ ール(Senkar)、 フ

ィアン(Fi ang)、 ラマユル (Lamayaru)、 ムル

ベ ック(Mulbe kh)、  リイキール (Li kir)に ある。

ゴンパはアルチ、 ラマユル、ヘ ミス、 ス ピトッ

ク、 レゾンの村はずれの崖の上に絵のよ うに美し

く建 っている。全ての ゴンパには、幼年時代に両

親に送 り込まれた修道僧がいる。たいてい ラマの

帽子をかぶぅた少年や、チョモの帽子をかぶった

少女を見る。 ラマやチ ョモは一般の人々を支配す

る権力があり、それは牧師 と信者とい うように、

はっき りと分けられている。

ラマ教徒はされいに ヒゲをそり、所属する宗派

の印として赤か黄色の帽子 をかぶっている。 ラダ

ックの仏教はラマ教 として 一般に知 られ、それは

タントリマク。マハ ラヤ仏教の赤帽派であ り、多

彩な祭式や儀式によって、はっきりとした特色を

示 している。

ラダックの中の村を訪れるならば、チ ョルテン

やマニ壁の長い通 りを行 くことになる。 これらは

いつも、人の家があることを 一番は じめに不すも

のである。

チョルテ ンは信心深いラマ教徒の遺骨が納めて

あ り、泥で作 られ、はでな色で塗 られ、家の上の

方にある塔のことである。 マニは大きな壁か塀で、

時々長 さ 1.5た〃、高さ 24″ にも及び上部がまん

中か ら片側へ傾いているものがある。屋根のほと

ん どの石に、一般的な祈 りの言葉である「 オム・

マニ0パ ドメ・ ホム」(曖Om Mani Padme Humり

と精巧に刻まれている。ここからマニ壁の名前が

出た。

ラダックは トレッキングだけでなく登山にも広

範囲にわたって開放される可能性がある。 5,000

～ 7,000れ の間の多数のピークがあり、それらの

ほとん どが名前を知られておらず、未登のものは

かりである。スル(Sura)やザスカール(Zanskar)

の谷は、特にそこにそびえ立つヌンとクンの対に
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なった高い山頂を見なが ら、興味ある旅行をする

ことができる。ザスカールの谷はカルギルから途

中ベ ンシ・ ラ(Penzi La)(4,400m)を 越 えて、

たった 1週間 ぐらいで行 くことができる。 ジーフ

で しか通ることのできない道路が、 スル川に沿っ

て続いており、 カルギルからランドン(Rane― Ibom)

ゴンパまでおよそ 130々″の道の りである。

ヌン(7,135m)と クン(7,077m)の 有名な双子

峰は カルギルからおよそ60物 はなれたスル谷の中

の、パルカチ(Parkach ik)と 呼ばれる場所か らは

っきりと見られる。 これ らの山の主な氷河へは、

スル谷の数多くの場所か ら近づ くことができる。

北側から登るとすると、ヘ ースキャンフはちょう

ど道路の近 くに設営することができ、そのためメ

ンはス リナガルか らわずかな時間で近づ くことが

できる。

その他、興味深い旅行先は以 ドの地域である。

l Leh― Kargil経 由 Suru Valley

2.Karg il 一ヽru― Zanskar― Ki sh tpvar―

Manali

3 Leh― Zanskar― Kist、var― lヽanali

4 Kargil ― Su ru― I(ishtwa r― Paha lgarn

ヒマラヤ地方への旅行はもう始っている。 イン

ド航窄は最近、これ らの魅 力ある谷々へ旅行を促

進するための 手段や方法を討議するために、 1日

中ゼ ミナールをひらいている。 インド航空のマネ

ージング・ ディレクターの K.K.uln i氏 の就任の

スピーチにおいて、「 政府 は外国人が ヒマラヤを

訪れるための制限を和 らげることにともない、新

しい一章が開かれた。幾年も幾年もヒマ ラヤは外

国人の頭の中にはなかった し、 オープンされた地

域 でさえも、 どんなに宣伝 しても人気がなかった。

美 しい景色を楽 しむに しろ、 トレッキングに行 く

に しろ、その地域の植物群や動物群 を探検するに

しろ、単に世界中で最も高い山 々をひと目見るに

しろどんなものでも、将来旅行者が興味を抱 く可

能性がヒマラヤにはある。 この ような旅行者のた

めの インドヘの交通は莫大な 可能性を秘めてお り、

それによって我 々の利益 もどん どん開拓 されてい

くだろう」と彼は述べた。 (河 合佐多子 訳 )

新刊紹介 1976年ナンダデビィ偵察報告 1,50C円 (送別)

研究 I(手続書 )に 続いて労山の出 したインド

ヒマラヤ研究 [で情報がいっばい。

(HAJに 1、 Ⅱとも在庫有 )

― 講演 と映画の会
―

予 告 ―

「 ヒマラヤのかなたへ」

イ ン ド航空の トレノキング・ 登山関係を担当 し

ている J・ シン中佐 (コ ーリ大佐の後任 )を地Ч

か ら招待 し、インド・ ヒマラヤの講演会を開 きま

す。 そ して、これ を機会にヒマ ラヤ研究家、水野

勉氏の講演もお願 い し、 下記のような日程 (案 )

で講演 と映画の会を開催 します。詳細については

追 ってお知 らせ しますが、 ド記の地区以外でも、

集会や研究会を開いて欲 しい というご希望をお持

ちの万は 3月 15日 までにHAJ名 古屋事務所へ ご

連絡 ドさい。

匡壷固

講演「 イン ド・ ヒマラヤの魅力 」 J.シン氏

(資料配布 。通訳つき )

講演「 シルク ロードの山と人 」  水野勉氏

映画 シルクロー ドまたは ヒマラヤの映画

(予定 )

入場料当日 800円 前売 500円 (予定 )

爾
=璃

ヨ
…

7月 24日 (日 ,

7月 25日 (月 )

7月 26日 伏)

7月 27日 因

名古屋

字都宮

郡 山

八 戸

東 京

15ffis0-17416s
r8ES30-20ffi00

④

r7

◎ |

L7

8月 3日 因

「7月 29日 ～ 7月 30日 北海道 アポイ岳登山

|(エ リモ岬の近 くの高山植物の美 しい山)

③l または十勝岳登山 (子供、老 人でも楽です)

17月 31日 (日 , 帯広、旭川な どで小集会

L8月 1日 (月)札幌  18時 30ヽ20時 00

なお、上記の日程に合せて 下記のフェリーによ

る「洋上 ヒマラヤセミナー _|を 開きます。

月28日 八戸港発22時00→苫4液着 09時 30

(東 日本 フェリー)

月26日名古屋港発18時30-イ山台着27日 18時oO流
→ 苫小牧着 28日 10時 45

(大平洋沿岸 フェリー )

③と③を組合せた北海道の山旅とヒマラヤ洋上

セミナー(札幌で解散 )に 関する費用は実費をい

ただきます。 フェリー、宿泊などの手配は事務局

でおこないます。 これに参加希望の方は 4月 末日

までに HAJ名 古屋事務所へお問合せ下さい。

全
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ヒマ ラヤ紀行 ,

αBHX3数》 旅―
ヨ

ｆ
Ｉ

μ
ヽ
ノσムレコラカ ∝ 懸 綴 D(4)

河 西 俊 郎

1974年 6月 から 9月 まで静岡登摯 クラブの メ

ンバーと 緒́に ビアフォ氷河にあるバインタ 。フ

ラ ′クを ll指 したときの記録 である。

7月 7日

今 回はアスコーレロ指 して出発 した。 テント場

の使用料 として 5ル ビー(約 150円 )支払 った。

村から小 1時間程 して野 天風呂があ り、早速 4人

のホーターが入浴としゃれこんだ。最後尾を行く

私に とってこれは冗談ごとではない。す ぐ出発す

るように言うが、サーフも入れといって全く相 手

に しない。キ ャラバ ンが始まって以来、私はホー

タ ーとよく話をした し彼等 とは相当親 しくなって

いたこともあって、そのつもりでいるらしい。つ

いにチヶットをチェックすることにするといぅた

ら、あわてて仕度をした。

しば らくして村に入る。何 という村かは知らな

いが割合ひとなつこく、 女性 も平気で写真を撮 ら

せて くれた。 この村を出て アスコーンに向か う。

畑の畔に ウメバチソウやエーデル ワイスが咲いて

いる。 ウメバチ ソウは日本のものより、やや葉が

長めであった。何となく懐か しい化の香であった。

こっしてフラル ド谷で ‐番緑豊かなアスコーレに

着いた。 ここでテュッソーか らアスコーレ迄の rt

金の支払い をした。パキスタンでは札を糸で通 し

て ILめ た り、ホッチキスで lLめ てあるので、面倒

なことが起 った。 先ず、札の 占いものの取 り替、

穴のあいたものの取替な ど、全 く頭の ンンが痛 く

なるようであった。次にホーターの雇用であった

が、 アスコーレの人間にいわせると、氷河はデュ

ソーの人間では無理だとい うし、デュッソーのホ

ーターは、我々がここまで荷をサt彗 んできた云々で、

なかなか折合がつかず、 リエ アンがとうとう棒 を

ふ り 11げ る仕末であった。 とうもここの人間は良

くないようだ。 先ず S隊 員が くつ 卜を洗って、 |′ l

分の枕元の本の枝にかけておいたのが、 ちょっと

うたた寝 している間に無 くなって しまった。 今夜

は気をつけないといけないよ うな気がする。

/ス コーレ

飲み水さぇ無い、あま り印象の良い村 ではなか

った。年寄 りも悪知恵ばか りが働 らくようで、 う

わさに聞いては きたが、手かつけられなかった。

村のハジ・ サーフが何かといろいろ気をまわ して

いたが、 とうも、ひと悶着おきそうな村であった。

ここで リエ ゾンが荷物を30kgか ら23kgに しろとい

い出した。 Fll由 は、 ,κ 河は危険だからということ

であった。 今史、再ハッキ ングとは。 しかも、明

日出発するのに時刻は午後 6時。彼の判断でそ う

するとい うことなので、 11当 を余計に出すか らと

いったが、全然だめであった。
1``然

、隊 員の感情

も思 くな ったが、 とにかくB・ Cへ 荷を違ぶために、

我まん しようとい うことで、略 くなるまで、再梱

包の しなお しであった^

7月 8日

昨夜 ド隊員は荷を心配 して外へ寝たが、枕几か

ら 1凛 とは離れていない場所へ置いた "ギ イ ''(

粗製パター )が無 くなっていた。まるで忍者のよ

うであった。集まったホーターや村人の話では大

が食べたのだそうだ。それをri分 達のせいにする

のはけ しからん と言って、荷をそのままに して帰

って しまぅた。

早朝か ら、わいわい騒がれて、いささかまいo

ていた我 々にとって、 これ学いとハッキ ングを済

ませて しまった。 とうせ彼等が、荷を運ぶ気がな

いことな ど、もうとうないことは、上塀ごしに、

チラ1■ ラこちらを見ていることで察 しがついてい

たので気は楽であった し、いざとなれば、デュッ

ソーのホーターは、遠慮がちに速 くにいたので何

とかなると思 っていた。やがて仮等はチラホラと

遠 ||ご しに集 まって証彼となく荷を受け 1又 り始め

ると、もう先程のいきおいはどこへやら、まるで

蜂の巣をつついたようであった。ホ ーターの仕事

は何 とい っても、唯一の現金収人のチャンスであ

ったか ら。

そ ういえば、
~′ ンゴ・ グソ~ル を |1指 したカナ

デ ィアン合同隊は、ホーターとの |ヽ ラ′ルで lH

無駄な滞在をよぎなくされたということで、我々

の隊はまあまあラッキーな方であろう。昼少 し前

頃、外国隊が対岸の山の斜面に見えるといった。

彼等の 11は よく見えることは確かである。
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キャラバ ン中、テル クシュという形の よい山が

いつく,よ く見えて、その眺めは見事であった。た

だ、
~ノ ラル lヽ 谷の河の濁 りは何 ともいただけない

が、この水の色はおそ らく永久的に変わ りは しな

いであろう。午後、待望の ビアフォ氷河に入った。

久々に飲んだ水らしい水。 濁ってはいるがブラル

ト谷ほどではない。歯の しんまでしみた冷たい水

を思いきり飲んだ。 しば らく歩 くと、我 々の II指

すバイ ンター・ プラ ノクが 見えた。写真で見た独

特の形をしていたが、皆 自信 を持 ってあれがそ う

だといい切れなかった。 今日は夕暮れまで歩いて、

幕営地ナムラに着いた。

夜、 リエ ソンが私達のテ ントヘ来た。彼の話だ

とこの辺の人は、ほとん どが小作人で現金収入は

な く、ま して結婚なんて夢のようなことだそうだ。

娘 をもらうには 3,000ル ピー(約 10万 円 )必 要で

あり、ある村では独身男性 170人 に対 して、独身

女性27人 しかいないといった。だか ら、彼等がホ

ーターになることに必死であることや、得た金を

大切に しまっておくことが、だんだん理解できて

きた。小作人は普通、食べるだけの穫物 を地 主か

らもらって生活 しているのだという。

7月 9日

今朝、池に氷がはった。例によって朝はさわが

しい。 1日 に 3～ 4人 のホ ーターが解雇 され、そ

れがおさまるまで、かれ これ 2時間はかかる。や

っと出発。 リエ ゾンは、地図を我 々に渡 さないの

で、 どの位置を歩いているのか解か らない。 白い

氷河へ出たが大 きな クレバスがあちこちにあ って

行手をさえぎる。 ホ ーター達は、裸足にな ってし

まった。 これが 一番安全だという。バィ ンタ ー・

ブラックが見えは じめ、が近 くに見えてなかなか

遠い。 氷河の幅が 4ん″もあるというのだが、物の

比較 が解からなくなって しまった。

ホ ーターは毎 日、 2度 は大体 lLを とる。今 日も

歩 き良い氷河か ら、例によってモレーン地帯へ入

り、坂 を登ると平らな、川の流れている景色の良

い所で休んだ。彼等は さっそく水浴 をした り、す

ぐその 上で用便をした り、私達はそれを知 らずに

川 ドで、 これは うまい水とはか りに、たらふ く飲

んで しまった。彼等はここでナベ、 カマを出 して
マtオ

ロン "と いう不ギに似た植物 を煮ているのだ。

においが強 くて、とても食べられなかったが、何

でも精 力剤だとい うことである。再び氷河に入 り

モ レーンを越えて、夕陽の傾 く頃、 ソブロンに着

いた。 今迄のキャラバ ン中で、一番美 しく静かな

心のなごむ場所であ った。一面に咲 く白い花。水

をたた えた池。 ボーターの騒ぎ声 さえ我まんでき

れば、 中 し分のない幕営地である。

リエ ゾンのハプニング

タげの一刻。一人のポーターが 1つ の大岩に登

り始めた。年寄 りのポ ーター達は顔色を変えて(?〕

ブラル ド河・ 対岸中腹の コルを越 えるとスコロラ・ パスヘ出る
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(と いっても黒い顔なので

解か らないが、声色でわ

かる)と めた。彼は登 るの

をやめた。 今度はポ ータ

ー連中が、我々や リエ ゾ

ンに登 ってみろと画自が

ってはやし立てた。大事

の前の小事の相手になっ

ていられない。 ところが

若い リエ ゾンは止めるの

も聞ηヽずに登 り始め、運

悪 く途中から滑 り落 ちて、

足を捻挫 1.て しまった。先

ほどはあのくらいはや し立

てた連中が、今度はいとも

`色酒こそうな顔をして集 まっ

てきた。す ぐに手当を した

が、相当に痛そうであった。

ヽ ,

亀ヽ
議`

・'ヽ



ヒマ ラヤ閑話 11

∞χX∞「深田久弥旧蔵書 目録」のこと0鉾算Ю

昨年 (1976年 )11月 に、国立国会図書館におい

て「 山の文献展示会 」が開かれた。内容は主とし

て江戸時代から近代登山がは じまるまでのもので

あ り、「 日本風景論 」で終 っていた。内容か らい

っても珍 らしいものが多く、たいへん充実 した内

容であった。その際、特に曲係はないのであるが、

折角入手 したものであるからということで、九山

山房の蔵書だったもの、すなわち深田久弥氏の旧

蔵書の一部を展示 しては どうか という話にな り、

ぼ くも相談を受け、 リス トを作 り、ごく一部を展

示 した。その際、中央アジア閲係は省いて、 ヒマ

ラヤの占典 とい うことでまとめた。その中には、

ぼ く自身は じめてみるものもあ って、このお手伝

いも楽 しかった。

さらに、 どうせ展示するなら、九山山房の所蔵

目録を作成 しようとい うことにな り、関係者の努

力で目録ができあがった。「 深田久弥旧蔵書目録」

というのがそれである。 ご存知の とお り、九山山

房の旧蔵書は洋書については、すべてそのままそ

っくり国立国会図書館が所蔵することにな り、散

逸することなく、われゎれが 目にすることがで き

るようになったのである。 しか し、図書館の中に、

九山文庫 とか九山山房 とかとまとめて所蔵 される

わけではなく、各分野別にそれぞれ所定の場所に

区分されて置かれ、図書館の中では散在すること

になったわけである。そのような不便を一挙に解

決 したのが、この「 H録 」である。

ざっと紹介すると、 H録は、各項 目別に区分さ

れて、 ABC順 に並べられ、解説はないが、 日録

としては完全な記載となっている。すなわち、簡

単な表題だけの記載に終ることな く、詳 しく記載

されていて、最後に国会図書館の所属番号が記入

されているか ら、この番号で窓口へ出せば、す ぐ

みたい本が出て くる仕組になっている。最後には

索引もついていて便利である。喚 日は、歴史・ 地

理、民族学、登山、紀行一般、伝記、宗教、芸術、

語学・ 文学、カーマ ●ス トラ、その他、雑誌、な

どとなってお り、それ以外は地方別、例えば、日

本、アジア、中国、チヘット、蒙古、 ヒマラヤ、

カラコルム、中央 アジアとい ったふ うである。

水 野   勉

とにか く、専門家の 1に なった 11録 だけに りっ

ばな出来である。 ヒマラヤ関係では、先に薬師義

美氏のす ぐれた 日録 ができているが、あれは九山

山房の蔵書 を主体 として作成された と聞いている

し、それに追加 され、短かい解説もついていて、

まことに便利なものであるが、今度の |1録 は、深

田久弥 という個性に貫かれた蔵書の 11録 であるの

で、あたたかみが感 じられる。表紙には、「 九山

山冴 」というか っての蔵書印が朱で印刷 され、巻

頭には、九山山房の額 と深田氏の 肖像が写真とし

て載っている し、最後には、保田久弥略年譜が掲

げてある。 さらに、深田氏の友人であり、その良

き理解者であった望月達夫氏の「 九山山房書につ

いて 」とい うまえがきがついている。 この文庫は

望月氏の深田氏に対するあたたかい友情が感 じら

れる文章で、簡単な文章ながら、九山山房書の内

容を要領良く紹介 している。

た しかに、この 目録には、深田久弥 とい う個人

の性格 と生活がに じみ出ているのである。いくら

かでも深田氏 と接 した人なら、それを強 く感 じら

れるにちがいない。

ただ、この II録 をよくみてみると、あるべきは

ずの本がないことに気がつく。 どう したことであ

ろうか。氏がその文章の中で所蔵 していると書い

ている本が何冊か無いのである。 もっとおか しい

のは、ぼ くはその蔵書印の押 してある本を所蔵 し

てお り、それが :1録 にはないのである。 占典とし

て有名な本であるか ら、不要 として片付けたはず

がないのである。

また、 ドイツ語系統の ヒマラヤ本が少 し不足し

ているようである し、イタリア語閲係は大分これ

に加える必要がある。 ヒマラヤをはなれて中央ア

ジアとなると、やは リロシア詰の文献が不足であ

る。 ロシア語文献はまことに稀購本であるので、

収集もたいへんでむずか しかったのだと思う。中

央アジア関係はこれか らということだったと思わ

れる。まことに深田氏の早逝が惜 しまれるゆえん

である。

52年度 (52.4～53.8)年会費を納入して下さい。ヽ

今年度に限り名簿代などを含み5,000円 です。ノ(
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<中 央 ア ジア紀 行 >

ブハラの秋は、みのりの秋/
ブハラ空港か らホテルまでの道の両側は、土塀

と平屋根の住居が続 き、はるばる旧ブハラ汗国の

都ブハラに着いて、その感銘が深い。道の両側に

はこの秋に収獲 された棉花が、雨のないためか、

うづ局く野積み されていた。秋のブハラの空は、

ベルシャンブルーに高 くすんでお り、その下でブ

ドウ●スイカ●メロン●リンゴな どが実っていた。

しか し、秋 とは云え、朝10時 を過ぎると、30度

をこす猛暑 となるが、湿度が低いので、日陰は原

しく、そこで熱いお茶 を飲んだ心持よさは忘れる

ことが出来ない。

×        ×        ×

ブハラは、1507年 よリブハラ汗国の首都 とな り、

1920年 まで続いた。 1日 市街の模様は、ブハラ汗国

当時そのま :ゝこ 伝 えられており、最盛期には、イ

スラム教のモス ク(寺院 )360、 隊商のサライ

(宿 舎 )62も あった と伝 えられている。

現在のブハラの都市計画では、新市街 (ロ シヤ

人街 )は 旧市街 (イ スラム街 )よ り離れて建築 さ

れてお り、シルクロー ドのオアシスとしての旧市

街の保存状態はよい。

ブハラの象徴は、なんといってもカリャンの塔

である。ペルシャンブルーの空
'こ

土色のカリヤ ン

の塔が、つきさ ゝっているのは、帰国 しても強 く

私の印象に残 っている。 ブハラ市街の裏街では、

どこからでも、このカリヤ ンの塔 が見える。この

塔のあるところがブハラの中心広場であり、この

塔を中心に してモスクやメ ドレセ (イ スラム教の

学校 )が配置されている。住居街では、日乾の煉

瓦 と泥だけで造 られた平屋恨の家が、びっし,と 、

ほ とんどす きまな く立並んでお り、薄い水色に塗

られた長い壁でかこまれてお り、思い出 した様に

小窓 をあけている。壁 と壁の間の細い道 を、す り

抜けるようにた どっていくと、赤 。青・ 黄などの

原色の巾広いたて じま模様のウズベク衣装に身を

つ ゝんだ娘さんにす れ ちが うこ ともある。 ロバ

にひかれた馬車が、ゆっくり走 ってくるのに会 う

こともある。 目動車が車幅一杯の道 を、通行人に

遠慮 しながら走 ってくるのに会 うこともある。赤

水 野 治 朗

いネクタイをしめた ピオネールの美 しい少女もみ

かけたが、 じきに カリヤ ンの塔の見える裏街の上

の壁の中に消えていった。

裏街の道は、縦横に、あみの 目の様に走ってい

るか ら、まさに迷路そのものと云 ってもよい。そ

の迷路を、まわ りくねってゆくと、崩れたモスク

や メ ドレセにつ きあたることが多い。 これ らの

モスクやメドレセは、青金石や トル コ石をすつて

描いた様に、見事な見事な青いタイル文様で飾 ら

れている。

カ リヤンの塔の東側は、商業区になっている。

この地区には、大きな煉瓦造 りの丸屋根の集 って

いるターク(天蓋市場 )が 3つ あって商業区の中

心になっている。 シルクロー ドには、オアシスを

中心 として、物資交換の市場があったが、ブハラ

には、その最大の市場があつたもの と思われる。

この丸通根のタークは、道路の交叉点に立ってい

る。砂漠を、何 日もか ゝって旅 してきた隊商は、

水 と食物の得 られるブハラに到着 して、自分もラ

クダも休息 したもの と思われる。そ して砂漠の暑

レ
ヘ

エ‐″
υ

ヽ
ノσラブ

‐ ・ 事軒

・・―

　

鬱

カ リヤ ン
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気 を防いで、商取引をするために、九屋恨の市場

がつ くられたのであろう。現在ブハラの中央を南

北に走るフル ンゼ通 りに、宝石のターク、帽 子の

ターク、両替のタークが、この通 りと東西の 3つ

の大通 りが交又する十字点を、おおって造 られて

いる。丸屋根の下では、道路が ■字または Y字 に

交叉 している。旧い時代ではラクダが歩いたター

クの丸屋根の下を、現在では自動車が走 っている′,

若 千の商店が薄暗い下で店を開いている。中は、

ひんや ,と して、暗 く、疲れをいやす様な気がす

る。

その他、旅人やラクダのためのサライ (宿舎 )

があり、大きな丸屋根や小さね丸屋恨が集ってタ

ークよ り大きな土色の四角い建物 をつ くっている。

またハウズ (用 水 )が 3カ 所あり、現在その内 2

ヵ所は、水をたたえておって、その附近には樹休

があって、樹 下にはチャイ′`ナ (茶店 )が あって、

住民たちの集会所 とな り、あついお茶をす ゝりな

が ら住民は談合 していた。

ネパールのカ トマ ンズやバ ドガオ ンの裏街は、

木彫で飾 られ、暗 く芸術的な落ちつ きをみせてい

るが、上で造 ったブハラの裏街は、単調である。

しか し、不パールの街のような不潔 さはなく、非

常 に清潔であった。

旧 ブハラ汗国時代には、夕刻 7時 以降は外出禁

止であったのか、夕刻には人通 りは少 くな り、道

ほ勤め帰 りの家路をいそ ぐ人だけで、裏街はひっ

そ りとしてくる。そんな裏街を歩いていると、コ

ーランを1昌 えている声が、道まできこえてきて、

シルクロー ドの旧い都だなあと、 しみ じみ感 じた。

ブハラの夜はネオ ンはなく、僅かな街灯だけで、

人通 りのない死んだ街 となる。 ときどき犬の鳴き

声がきこえる位であって自動車も走 らない砂漢の

明 となる。

×        ×        ×

ブハラには観光の対象となるものが多い。

oカ リヤ ンの塔 高さ63″ の日乾の煉瓦 で造 られ

た占塔 である。表面はイスラム模様でうめら

れている。 この塔は、イスラム教の礼拝の時

間 を知 らせる他、光塔 として、夜は火をたい

て、砂漠をゆく隊商にブハラの街の所在を知

らせたものであった。

。内城 (ア ルク)ブ ハラの中心は内城であり、

高さ20″′の丘の Lに あり、 |ロ ブハラ汗国 Eの

居城であった。現在は博物館 となっている )

0イ スマイル・ サマ ン廟 アラブ以前の ソグ ド建

築の伝統をつ ぐ芸術的香りの高い建物である。

簡素憂美な I「多式は他 (こ 例をみない。

。夏の離言 郊外のマハサに、ブハラ汗国―Eの 質

の離官がある。 ハーレムの跡があって、 美女

の入浴 :こ 利用 したブールも現存 している。

旧市街には、多 くのモス ク●ターク●メドレセ

・ サライ・ ハウズ 0チ ャイハナがあり、 1日 市街全

体が観光の対象 となっていると云ってもよい。

×      ×      ×

ブハラの住民は、サマル カンド同様、その人部

分はウズベ ク人である。中年以 11の 住民は、ウズ

ベク風であるが、若い人達は、り;女共に、現代風

である。

当地方は、イスラム圏であったので、過去には

一夫で四妻まで持ち得たが、現在 ソ連の法律では

重婚を禁 lLし ている。

ソ連には、イ ンフレがないので、住民の′F活 は

安定 してお り、治安 も非常に良かった。 もう一度

行 ってみたい と思っている。

HAJの 新刊予告

∝◇中央アジア・ シルクロー ドαЮ
主な内容  (4月 末発行予定 予価 1,600円 )

序文、金
「

民雄 (中央アンア研究家 )

ソ連領中央アジア

天山の麓、 アルマアタの街、′` ミールの山

中国領中央アジア

チベ ット自治区 (地形、気候、 li要 都市)

新燈 自治区 (主要都市、山々 )

ハ ミーーカシュガル間 ri動 車ルー ト

中央 アジアをめぐる

ラダック、パキスタンの山旅、 7ハ ン、イ

ランの山、 トル コの山

現代のシルクロー ド、 アジア・ ハィウェイ

トルコ、 イ ラン、 アフカニス タン、 ハキス

タン、インドの道路状況と車の旅

アジア・ ハイウェイバス料金表

な どなど、各地の歴史地理的解説に実用的なガ

イ ドを加えた。中国奥地 を除いては、すべて10名

余の執筆者の最近の実地 調査や資料によっている。

文献、写真、図版も多 く、読んで分 りよく楽 し

い本になっている。 (B6版  約 160頁 )

(WЧ 会員用特別価、送共 1,400円 申込〆切 5月 :わ
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く中央 ア ジア 0ガ イ ド>

くまえがき>
ヒマラヤ、天山、 コンロンの山々に囲まれたチ

ベ ットや新彊‐〔こ関する情報はなかなか得られない

のが現状であるが、中国の出版 している「 人民中

|ヨ 」に ときどきこのあた りのルポルタージュ記事

が載ることがある。以 下は最近の「 人民中国 」

1976年 3月 号の記事などか ら最近の中国領中央ア

ジアについてまとめてみた。

<新彊ウィクル>
新農 ウィグルロ治区は1955年 10月 1日 に誕生 し

た中国全上の約 %を しめている。中国の中で一番

面積が広い目治区である。中央には広大なタクラ

マカン砂漠があ り、南はコ/ロ ン山脈でチベ ット

円治地区 と接 している。また、中央 |こ は 尺山山脈

が走っている。 こう書いてくると山と砂漠の日の

ような感 じがするが実はそうではなく、大山山脈

の北にあるジュンガ リア盆地のまわ りは広大な草

原 と原始林があ り、その卓原は優良なイリ馬の枚

場 となっている、)

天山山脈の東瑞には海面 ド145″ もの低いとこ

沖  允人

ろのある トルファン盆地がある。 ここは中国でも

っとも1氏 い地方である。これはカラコルム山脈の

続きにあ り、高い山と低い盆地 とは実に対 象的

である。そ して、 トルファンは昔 は「 火州 」と呼

ばれていたように夏は大変暑く、476度 とい う記

録もあるほどで、西遊記に出て くる赤 V｀ 色を した

火嬌山 も実際にある。民族も、漢族、 ウイグル族

に次いでガザフ族、キルギス族、 タジック族、ウ

ズベ ンク族などいわゆる中央アジアの民族が入 り

ま じって住んでいる。 トルファン盆地は風も強 く

3月 か ら9月 にはかなりの強風がある`D「 風車

(フ ォンクー)」 と呼ばれるゆえんであるっ印章、

貨幣、 古書、錦織な どを集めた新握 ウィグルロ治

区博物館でこれら多様で占い歴史の地を理解 させ

て くれる。

<北京から3時間>
ウルムチヘは航空路が開かれていて、北京か ら

の3000Kmを 僅か 3時間10分 ほどで到着する。 かつ

てのシルクロー ド時代には 1カ 月も 2カ 月もかか

ったのであるからまさに隔世の感がある。航空路
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<牧草地セリム湖>
果て しな く続 く草原を走って行くとセ リム湖に

出る。 クルシャ市の北にあるこのセ リム湖までは

ウルムチか らポラタラ市で一泊 して車で行ける。

ここはイ リ・ カザフロ治州である。 どこまでも平

担にひろがる草原の中にセ リム湖はある。標高は

2100%ほ どある。湖を馬でひとまわ りしても 2日

かかる とい う。

住民はパオですご し、 ラクダの乳や羊の肉入り

うどん を食べている。 ときにはラワップ.ド トー

ル、 ドンブラなどの民族楽器 をかなでて中央アジ

アの歌 をうた うこともある。

これ ら中国領、中央アジアとソ連領中央アジア

そ して、パキスタン、イ ンド北部ラグックの地域

は軍事的な意味で各国 とも大切なところである。

そのため ,こ あまり人も住んでいない。 これらの地、
〃
世界の屋展

ノ
には雄大な軍用道路が建設されてい

る。詳 しくは、「 ヒマラヤ 」41号に紹介記事があ

るのでそれをみてもらうとしてここでは図だけを

かかげてお く、いずれ ,こ しても、も し、この
マ(世

界の尾根 "に 平和がお とずれたらこれ ら軍用道路

を使 っての ドライプが可能である。

*****中 国 の 行 政 区 画 *****

中国 (中華人民共和国 )は 22の 省、 5つの目治

区 と3つの直轄市 (北京、天津、上海 )か らなっ

ている。人口は約 7億 7千万人である。

ヒマラヤやチベ ットが入っているところは、北

の新彊 ウイグル 自治区 (ウ イグルは維吾爾と書く)

であ り、 ウルムチ (烏魯木斉 )が 省都である。 モ

ンゴルに接 しているとこは内蒙古自治区でフホホ

トが省都で人口は約 1千万人で新彊 ウイグル自治

区よ りも 100万 人ほ ど多い。

旧満州は黒竜江省とな り、省部はハル ピン(吟

爾浜 )である。かつてのハル ピンは姿を消 し、今

は電気機械工場などのある工業都市となっている。

黒竜江省 と新彊 ウイグル自治区の間に寧回族 自

治区 (省都、銀川 )が ある。そ して、その西が、

甘粛省 (省部、蘭州 )、 そ して、タクラマカン砂

漠のある青海省 (西寧が省都 )と 続 く。

青海省の南がチベ ッ ト高原 か ら大 ヒマラヤの

北に広がる西蔵 自治区であ り、省部は ラサである。

人口は 150万人と少ないが、ポタラ宮殿の前には

高等学校 もでき、バスケ ット・ ボールなどを楽 し

んだり、近代農業が広がっている。 しか し、 ラマ

寺院は今でもラマ僧 によって大事につがれている。

さらに南東の地域が雲南省で、主都は昆明であ

る。この省は 8番 目に面積も大きく、人口も2,400

万人と多い。

これ らの行政区画は各省にある委員会の代表に

よって国務院 (政府 )に つながっている。 これを

サポ ートするかのように地方各級革命委員会があ

る。そ して住民は民兵とい う形で人民解放軍へつ

ながっている。いったん '(コ ト"が おこればこれ

ら国境に接する地域は重大な役 11を 負うことにな

るので、国境警備隊 などにも力を入れている。

*****中 国 々 内 の 交 通 *****

中国々内は中国民用航空 (Civil Aviation

Administration of China=CAAC)が 各都市を

結んでいる。国内線の無料手荷物が 1人 15kgと な

っている。 プロペ ラ機が多いが、航路によっては

ジェット機 も飛んでいる。

北京か らウルムチヘ、そこから各地へのルート

がある。南の方では昆明を中心にひろがっている。

ラサヘは成都から航路が開けている。なお、昆明

か らは ラングーンに国際線がとんでいるので、ラ

ングーン市内で中国人パイ ロットや航窄会社の人

を見かけることも多い。北京からは東京、モスク
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は北京だけでなく、 10数 の都市に週40便 あま りが

とんでいる。鉄道は1950年 に建設がは じめ られ、

甘粛省の省都である蘭州か らウルムチまで1892Km

が1962年 に完成 した。道路もかなり発達 し、たい

ていの街には自動車で行 くことができる。その道

はイ ンド北西部にも通 じている。

ウルムチの東にはボグダ峰5455″ が万年雪 をた

た えてお り、近代化 した街を囲むように草原があ

た りにひろがっている。

蒙 占語 ″美 しい牧場 ″とい う意味のウルムチは

今でもその言葉通 りよくこの街を表わ していると

いえよう。化学肥料の工場も郊外にある。カシュガ

ル市、 クルジャ市などもすっか り工業都市7こ かわ

って しまっている。 ウルムチから西北万に車で 3

時間走 ったゴビ砂漠には1950年 に建設されたマイ

ターグ製油所がある。ここの石油はさらに 150 Km

ほ どはなれたクラマイ油田か らとれる。



ワ、カラチ、テヘラン、福岡、大阪などへ JAL、

中国民用航空、エア・ フランス、パキスタ ン航空、

イラン航空、 BOA Qス イス航空、カナグ大平洋

航空な どが乗 り入れている。

汽車もウルムチ、ハ ミ、蘭州、成都、昆明な ど

に通 じている。昆明か らはハノイヘ、 ソ連か らは

モ ンゴルの ウランバ ートルヘも国際列車が走 って

いる。

道路はほとんどの街に通 じているとい ってもよ

いくらいで、軍用目的にあってょく整備 されてい

る。 WЧが 1980年 にむかって計画 しつつあるヒ

マ ラヤとシルクロー ド1周 大作戦もこれ らの道路

を使 う予定である。その夢のような計画が実現す

ることを祈ってこの小文 を終ることにする。

こ
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****中 国 旅 行 の ア ドバ イ ス ****

現在中国への旅はすべて 日中旅行社などを通 し

て中国か らの招待 とい う形をとっている。個人的

な旅行は許可にならない。 目的、 日程、メンバ ー

表などをそろえて中国旅行を扱 っている日本交通

交社などの旅行社に問合せられたい。

文   献

「 ソビエ トの旅 」

実業の日本社  1970年 4月 15日  490円

日本航空い編  ブル ーガイ ドブック

「 今日のチベ ツト」

外文出版社 (北京 ) 1972年

発売所 東方書店  100円

「
パ ミール遠征登山報告書 」

1975年 8月 25日 (非売品 )

1974年 レーニン峰

新潟大学山の会 。大阪 外国語大学山岳会パ

ミール登山隊

「 パミールーシルクロードの城塞 」 2,500円

ベースボールマガジン社  1976年 6月 5日

田村俊介編著 山岳名著選集

ヒ マ ラ ヤ か ら ×織 ◇∝Ⅸ

カーが多いのには驚きました。

折戸 正明様  1月 16日  名古屋

往路は フィダ君の奥 さん とお子さん と一緒に、

ィン ド、ネパールヘいきま した。 デ リー空港では

フィダ君の「 今日は赤ちゃん……」の場面があり

ま した。 フィダ君、そ してネバールの ランジャン

君には大変お世話にな りま した。

ネパ ールではパラジュの工業団地、パ タンの工

業団地な ども見てきました。また、市内での小企

業の調査 もでき、実 り多い旅 でした。

白井 敏治様  1月 16日 茅ケ崎市

新年はエベレス トのふもとで迎えま した。 12日

間の短い トレッキングで したが、 ヒマラヤの山々

を間近に望み、旅を楽 しんできま した。帰路 カル

カ ッタの空港で IACの R.チ ョウダ さんに逢いおせ

話になりました)チ ョウダl'さ んは沖さんや lAJの こ

とをよく知っておられ、なつかしがっておられました。

伊藤  満様  1月 12日  イン ドにて

ダージリンからサ ンダクプー方向に トレッキン

グに行 ってきました。 シッキムも容易に入域でき

るようになっています。 ダージリンでは西郡氏 と

一緒に HMIの テンジン氏や校長の アグリワル氏 と

歓談 しました。 テンジン氏の話です と 1977年 ブ

レにィンド隊がカンチ東南稜 を トライする由です。

`■
*▼ キ ■

“

「 人民中国」

人民中国雑誌社 1976年 3月 号 120円

発売所 東方書吉 東京都千代田区神卿 n-3
「 ソビェ ト

ー
ことばと文化の旅 」

1974■日6月 20日

日ソツーリストビューロー著 _三省堂 1,400円

読 者だよ り

ズ0みXЮOメ 日 本 か ら

ス クラマ ン・ 礼子・  12月 30日  シムラ

主人も相変 らず シムラのポテ ト研究所で研究を

続けています。息子のアショークも毎日ホッペを

赤 くして遊んでお ります。 (後略 )

山里 寿男 画伯  12月 31日  カ トマ ンズ

今 日、 地Чの年末 トレッキ ングのグル ープはポ

カラヘ出発 します。 モデ ィコーラヘむかいます。

菊地  仁様  1月 1日  カトマンズ

カトマンズの街はポンコツ車が走り、路上では

子供がめずらしい遊びをしたりしています。興味のつき

ない街です。カリカンダキからム
`″

ナート方面へ入ります。

中村 好江様   1月 7日  名古屋

WЧの年末 ツアーで潟上 さん、鈴木康志 さん、

折戸さん、森岡 さんと一緒に ゴラパニの峠まで行

ってきま した。みなさん、いい方ばかりで大変お

世話にな り、楽 しい旅でした。

プンピルで 目の前に広がるア ンナプルナ、 ダウ

ラギリを中心 とする山 々、 トレッキングの途中で

少 しづつ姿 を変 えて 目にとび込んでくるアンナプ

ルナ・ サウスや マチ″プチャレの美 しい姿。一生

忘れないと思います。 ヒマラヤは大きくて遠い と

いう実感です。 かな り歩いたと思ってもまだまだ

村があり、貧 しくとも平和な人々の生活があ りま

す。 ゴラパニまでは日本人を始め、各国の トレッ
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<H&Sの ページ>

「 松井は俺がみる。他の者は計画通 りに頂上に

むかう」

神崎忠男隊長はきっば りといい切 った。

松井宝一隊員は最終の コムニズム第 5キ ャンプ

(6,900れ )の 300れ ほ ど下で意識が朦朧 とし、ほ

っておけば重大なことにな りそうな状態 であった。

高度障害である。医療用の酸素は持参 していない。

誰れかが彼をベース 。キャンプまでおろさねばな

らない。 しか し、 コムニズム峰はもうす ぐに手に

入るという状況にある。神崎隊長の苦悩はみんな

も痛いほ ど分 った。神崎隊長一人を残 していいも

のだろうか。 も し、 自分が神崎隊長の立場だった

り…・…・・・・。

8月 2日 、 フォルタ ンヘ ック氷河のベース 。キ

ャンプ (4,050m)を 出発 した神崎隊長 を リーダー

とする11名 の JACパ ミール登山隊 コムニズム峰パ

ーテ ィは、急崚な岩尾根 をルー トにして第 1キ ャ

ンプ(5,000m)へ むか った。全隊員は初めての

7,000m峰 、 しかも、 日本人が初めてのパ ミール

で力いっばい登 ってみたいと張切っていた。

この尾根は
'1臓

化のための登攀で、すでに 2回 も

登 っていて、知 りつ くしてはいたが、 自然落石が

多く、それに、先行する他パーテ ィによる人工落

石も加わ り、全 く恐怖のル ートである。

すでにルートエ作され、 フィック・ ロープがつ

けてはあるが、その ロープも、多人数が登 り降 り

するため今にも切れそうなところもあり、 あま り

頼 りにな らず、 とにか く、安全のためにはスピー

ドをあげて登 り切るよりほかに方法はない。

身の細るような気持で到達 した第 1キ ャンブに

は、小 さな池があり、快適な泊 り場であった。す

くわれる思いが した。

8月 3日

昨 日にひきつづいて今日も快晴である。第 1キ

ャンプを出発 し、岩壁の真 下を トラバース し、急

傾斜の雪壁 を登ると、ついにブラ トーに出た。 こ

こまでくればまず安全である。あとは高度 との戦

いである。登 り切 ったところに第2キ ャンプ(5,800

m)を 設営する。

8月 4日

今日は第 3キ ャンプ(6,000m)へ むかう日であ

る。 しかし、朝起きてみると雪が降っている。天

気のよいパミールにしてはめずらしいことである。

日本の山なら当然、 tt沈 澱"の声がかかるとこ

ろだが、 この国際パ ミールキャンプは入山から

下山まで、一方的に ソ連山岳連盟で決められてい

て、 8月 11日 、10時 までにベース・ キャンプに帰

着 していなければならない。

まだ標高6,000れ までしか登っていないので、

あと、第 4、 第 5キ ャンプを建設 し、 7,495mの
頂上に立つにはあと7日 ではギリギリの日程とな

る。

とても停滞 してはおれない。全員がそう思った。

特攻隊 といわれようが無謀といわれようが、とに

かく登ることしかない。すでにレーニン峰での ト

レーニングも含めて 6,000m台の順応は一応、獲

得 していると判断していた。これは、従来のヒマ

ラヤ登山の常識では少 し日程が短いが、何とか登

れる状態 と思えた。問題は 6,000れ から上である。

しかし、日数はない。やってみるだけである。

この日、視界のきかない広く長いプラトーを第

3キ ャンプヘむかって黙々と歩いた。

プラトーの右手の山からは雪崩が出る。 といっ

て左に寄 りすぎるとクレバス地帯に入ってしまう。

1週 間分ほどの食料、装備一式を荷上なしで全部

一度に運んでいるのだから、荷物の重さも相当な

ものである。

15ん″先のプラトーは実に長かった。行けども行

けども第 3キ ャンプ予定地に達しなかった。宮下

上島、前田の先発隊 3名の トレールはとっくのむ

かしに消えてしまっている。

夕暮もせまるころ、やっとの思いで第 3キ ャン

プに着いた。少し天候が回復し、頂上がちらっと

見えて、皆んなを喜ばせた。 しか し、腹は空いた

し、疲労も相当なものであった。

手持の食料は乏 しい。追加の食料をヘ リコプタ

ーで第 3キ ャンプヘ荷上げしてくれることになっ

てはいたが、この天候では期待できず、腹が空い

たからといってどんどん食べる訳にもゆかない。

それに、食料が運ばれてきたとしてもソ連がすべ

コ ム ニ ズ ム 峰 登 頂
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て用意 してくれた ソ連の食料は、 日本人の日に合

わないので、喉を通 るとは期待できないことであ

る。

8月 5日

今 日も雪。それも昨 日よりはひどい天候である。

もちろん、ヘ リコプターは飛んでこない。そ うな

れば、登ることはおろか、下りのために必要な食

料 も底 をつくことになる。

隊員の気持は沈んだ。お昼近 くになっても天候

は良 くな らない。今 日は停滞するしか方法がない。

しか し、登頂 したい。ヘ リコプターの荷上がこ

なかったから頂上をあきらめて下山するなんて、

とても耐えられない。

神崎隊長は「 登頂隊を池沼、隊員他 4名 とし、

他は第 3キ ャンプで停滞する 」と決定 した。登頂

隊にはできるだけの食料を持たせることにしたが、

それでも 5人分はとても念出できず、 4人 分が最

大限であった。 7,495れ の山に初めてのルートか

ら登 るのに食料が 1人分足 らないのだ。誰いうと

なく
tマ

特攻隊 "と このパーティを呼んだ。

生命がけになるか もしれない。 しか し、誰れ し

もその特攻隊員にな りたい。必ず登ってくるか ら

と仲間に送 り出されてきた皆んな は例 外 な く、

何 とか頂上に立ちたい と思った。だが、隊の事情

はそれを許さなかった。

8月 5日

快晴。ヘ リコプターがやってきた。

登れるぞ/ 心の中で叫んだ。

投 下された食料を集め、す ぐに出発する。

疲れは回復 していないが、とにか く頑張 って第

4キ ャンプに登る。傾斜の少 しゆるい雪面を一歩

一歩登る。 6,000れ を越すとさすがに苦 しい。い

よいよ本格的 な高度との戦いだ。

第 4キ ャンプは雪の側面をけず って設営するが

ピッヶルの一ふ りさえも苦しい。

8月 7日

この日、第 5キ ャンプに入った。

そこで、松井隊員が倒れたのである。

彼のために、誰れかがキャンプヘ残 らなければ

な らない。 しか し、誰が残っていても、何の足 し

にもならない。神崎隊長にまかせることになった。

「 お前はそんな冷い人間であっていいのか 」

「 今、頂 上に立たねば、もうチャンスはないぞ 」

みんなの心は千々に乱れた。

8月 8日

9時、第 5キ ャンプを出る。

す ぐに雪の斜面を 100mほ ど ドリ、頂 Lか らの

びている雪壁に取 りつく。傾斜は50度 ほどあり、

一気に 600れ を稼がねばならない。

呼吸はみだれ、頭はガンガンする。顔は快晴の

太陽に照 らされ、焼けるよ うだ。

そして 3時間、 とにかく登った。

稜線に出た。

40分 ほど休み、不必要なものは全部ここヘデポ

し、最後の雪稜 にむか う。

一歩、一歩頂上が近づ く。 もう少 しだ。 8ミ リ

カメラをまわす。息 をとめて カメラをまわすと窒

息 しそ うだ。それでもまわす。 とにか く頂上だ。

15時。頂上からパ ミールの山々を眺めた。山 と

神崎隊長の顔が うかぶ。松井隊員は生きているだ

ろうか………。

8月 9日

全力をあげて松井隊員をおろさねばな らない。

しかし、登頂隊員のなかで、その余力を残 してい

たものは僅かであった。 ソ連隊の応援を求める。

松井隊員をテントですっば りとくるみ、ザイル

を何本も固定 し、 10名 で、ゆるゆると下る。 しか

し、ともすればひきずられて、全員が落 ちて行っ

て しまいそ うになる。事実、そんなことが 1度 あ

って、一瞬ハ ッとさせ られた。第 3キ ャンブヘや

っとの思いで達 し、翌、 10日 、第 3キ ャンプから

落石をよけなが ら22時 ベース・ キャンフヘ着いた。

松井隊員は生きてベース・ キャンプヘ着いた。

神崎隊長の雪焼け した顔が、ベース 。キャンプの

灯に浮き出ていた。あの、芸達者で、陽気で、表

情豊かな顔ではなかった。        (0)

∝αOシ ェルパの履歴書 0∞∞

主な内容 (3月 末発行予定 頒価 2,400円 )

これまで HAJが 出版 した シェルパ リス ト第 1版、

第 2版の内容 を大幅に改訂 し、最近の資料も盛 り

込んでまとめた。 シェルパを知るには有用である。

顔写真もできるだけ載せ、登山経験はもちろん、

各隊による評価 も加えられている。約 2∞ 頁。

また、一部ではあるがインドの シェルパ (ハ ィ

ポーター)に ついても 100名近 く載せてある。

(WЧ 会員用特別価、送共 2,000円。申込〆切 4月 末)
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***HAJ・ ア フガニス タ ン

登 山隊報告 会 開かる ***

1月 21日 (名古屋 )、 1月 28日 (東京 )で 鵬Ч

集会の 1つ として、 1976年 HAJの送 り出した、

アフガニスタン登山隊の公式報告会が開催された。

**********

この隊の推進役 となった佐藤優隊員 (マ 不―ジ

ャー)の編集による 8ミ リ映画 (270仏 約1時間 )

を中心に多くの出席者のもとで会は進められた。

アフガニスタ ンの砂漠 を行 くキタラバ ン、バ ダ

クシャンの氷河 と山、 コー・ イ・ ブラの初登頂、

食肉用に解体 した山羊、などなどBGM付の解説は プ

ロハダシの出来ばえと、拍手力判鳥り止まなかった。

このところ、 カラコルム・ プームとや らで、 ア

フガニスタンの山を訪れる登山隊は少なくなって

いるが、 I■ Jでは
ttみ

んなの ヒマラヤ "を モ ット

ーに し、あらゆる ヒマラヤや シルクロードヘの可

能性をもとに、 ブームに左右 されることなく、こ

れからもヒマラヤ、中央 アジア各地に隊を送 り出

したい。この隊ではすでに、写真 を中心にした右

の ような報告書が出版された。

アジアの経済についての研究と出版活動をして

いるところとしては、 アジア経済研究所がよく知

られている。

所長は鹿子木昇で、アジア各国の情報を精力的

に 集 し、分析 し、出版 している。

アジア各国の新聞雑誌もファイル されている。

例えば、ネパ ールのR ising Nepal、 パキスタ

ンの Dawn、  Business Recorder、 インドのTimes

of lndia、  E)conomic Times、   Statesn、an、

Indian Recorder(&|IDi ges t、  People′s lDemoc―

r¨y、 Commerceな どの主要新聞がある。

守備範囲は韓国、北朝鮮、 モンゴル、中国、香

港、北ベ トナム、南ベ トナム、 タイ、東南アジア

各国、インド、 ネパ ール、パキスタ ン、ス リラン

「バダクシャンから
ヌーリスタンヘ」

1976年 7～ 8月 、 InJが派遣 したアフガニス

タン登山隊の報告書が刊行された。 アフガニスタ

ンの北奥の地、バ ダクシャンか らヌーリスタンヘ

ぬけ、 2つの山域での 5,000“ クラスの初登頂を

含む登山活動、貴重な高山蝶の採集などのようす

が単なる報告書ではなく、行動の全容の記録 とし

てのせ られている。 35版 、 160頁。

内容は、「 登頂記 」全日程をふくむ「 アフガニ

スタン滞在記」、「 蝶採集記 」を柱に、現地から

の通信 6通 の全文、隊派遣の経過、現地での渉外、

各係 (装備・輸送・ 食糧 。医療 。会計など)の ユ

ニークな報告などで構成されている。巻頭には行

程の全図、めずらしい現地の「 国内旅行許可書」

があり、要所にキャラバンのコース略図、活動山

域の概念図などがのせられている。定価 2,200円

送料 200円。

全員特価 2,000円  送料共。 (3月 末日までに

現金をそえてn町名古屋事務所へ申込んだ方に限る)

力、 ソ連あたりである。

スタッフも多く、特に動向分析部の現地調査員

という制度があって、有能な人が、アップoッ ー

・ デートな情報をキャッチしている。

それらは定期刊行物 (月 刊 )「 アジアの動向」

をは じめとし、「 動向分析資料 」シリーズとして、

1976年 3月 までに88点が刊行されている。

なかでも高く評価されているのは「 アジア動行

年報」で 1970年版から1976年版まで 7冊が発

行されている。毎年 3月 頃に発行される。 1976
年版は 746ペ ージ(B5版 )と いう大冊である。

(7,000円 )。 各国の政治、経済などが、分析され、

また、毎月の動きが関係諸国も含めて詳報されて

いて貴重なものとなっている。

出版ばかりでなく、アジア各国の現状分析につ

いては レファレンス・ サービスという、質問と解

答のサービスをおこなっている。

(0)

<関 係 の機 関・ 団体―――その 4>

鐵 癬 続 ア ジ ア経 済 研 究 所 鐵 輔 織
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<H&Sの ページ>

イ ン ド通 信 (8)

1976年 10月 9日 、 ニユーデリー

報告にはいる前に、あるインド人の役人か ら聞

いた話を伝 えておこう。

「 いまだに外国人 (日 本人 )の 中にはイ ンドの

役人を実敗の固まりみたいにい う人がいるが、そ

んなつもりで現在のイン ドの役所を訪ずれるとエ

ライロにあいますよ……… 」

「 インドは腐敗の根を絶つ ことに決めた 」とい

った看板をくっつけたバスが市内を走 りまわって

いる。インデ ィラ・ ガンデ ィーは「 腐敗を追放せ

よ !」……… といいたてている。私は以前のイン

ドの役所の姿を知らないが、表面的には、公然と

フイロをとった りする役人はた しかにいな くな っ

た。そ して、時間はかかるものの とにかく役人は

こちらの依頼を処理 して くれる。

反面、イ ンドの中にも「 あの許可担当の役人に

晩 メシをごちそうすれば次か らは簡単さ」という

のもいる。私はそれが本当なのかどうかは しらな

い。 しか し、 ワイロは ワイロとして現在イン ドで

ははっきり処罰の対称になっている一 もちろん

外国人も― 。

私はイン ドの変り方あるいは、変えられ方とい

うものを決 して全面的には容認 しないが、我 々の

中にあるイ ンドの全体像が 十年 一日のごとく変わ

らないとい うのは、それは我 々の責任である。我

々の意識 もまた変っていかなければならない。

で、話をもとにもどすが、デリーに10日 いたこと

になる。ほ とんど役所め ぐりと、州政府の出先機

関を訪れるのにその10日 をついや した―はっきり

いって消耗 した。暑い中 、 ニユーデリーのあちこ

現地事前調査 報告

ちにちらば っている役所を探 して訪れ、役人に会

うとい うのは、東京にいるときでさえそ うい う生

活をしていないのだか ら、ま して、イン ドにおい

ておや、だ。

それに私には、役人 とい うのは生理的になんと

なく受けつけないところがあって、その うえあの

イン ド人の威厳ある態度に圧倒されて しま って…

……、やっば り疲れたのだろうか………。

目的は何かといえば、それはひとえに アルナー

チャル oナ ガランド・ ア ツサムなどのイン ド東北

部への入1,文 の可能性をもとめて、だった。

行けるところには行き、会える人には会った。

思わぬ人に会えたこともあって幸運だったかも し

れない。が、それらはすべて、最後には「 イ ンド

内務省 」という許可発行権限を持つ役所に返 って

きて しま うのだ。 自分 としてはインド内務省の外

堀か ら埋めていこうと思い、州政府への アアロー

チを試みたのだが、それは外堀を埋める どころか、

単に内務省のまわ りをぐるぐる回っていることに

しかな らなかったのだ。そ し`て、ついに
tt本

丸攻

撃 "に 移る前に、 マ(ガ
ソリ/切れ "に な って しま

った。

州政府の出先はどこも規切だったが、まったく

どうしようもないのはあの内務省で、ここはガン

として動かない
()

「 アルナーチャル」の「 ア」の字でも出そうも

のな ら、それが「 ア ツサム 」の「 ア」なのか、

「 アルナーチャル」の「 ア」なのか、確かめもせ

ずに拒 否をくらった。

しか し、私もころんでもタダではおきない。 当

然のこと洲政府 と中央の往復のあいだにつかむも

のはつかんできたつもりだ。いつか内務省の瞳も

くずれるだろう。

新 刊     
―

東海 山 岳 第 4号

(1)記録・ ラ トック山群 (1975年) ラ トック山  ①

群概説/′登山行動概要/′学術行動概要 (地質・

氷河 )/カ ラコルム通信 (原 真 )/遠征をふ り

かえってくスカル ドでの検討会>        m
(1)論 文  ヒマラヤ・ 雪の記録 (樋 口敬 1)′/

組織論再考 (原 真 )/高所順化 (ジ ーン・ リボ

リア 東海 支部訳 )ネ パ ール人との出会い (卜  (Ⅵ
ニー・ ハーゲン 大森柏訳 )

内 容 概 要 ～～～～  2月 25日 発行

紀行  カシ ミール・ コラホイ紀行 (督 永進)

パ ミール・ コムニズム峰登頂日記 (鶴 田倍弘 )

パ ミール・ コルジ不フスカヤ登頂記 (小川繁 )

東海 支部この15年 -1961～′76ル ーム・ ノト

な どか ら/対談 oル ーム・ ノートか ら見た東海

支部 (原真 。沖允人 )

東海 支部年表

写真、図版多数。頒価 2,500円 ←換Jに在庫有)
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厘亜∃ 「 東海 山岳  第 4号 」

日本山岳会東海支部が設立されてか ら今年で15

年になる。その間に会報の東海山岳は1964年に第

1号、翌年に第 2号、その後10年 を経た1975年に

第 3号が刊行 されている。

本書は、その第 4号に当た り、 1司 支部の遠征記

録や論文等が収録されている。

内容は 5部に分かれてお り、第 1部記録、第 2

部論文、第 3部紀行、第 4部東海支部この 15年 、

第 5部 東海支部年表からなっている。

中でも第 4部の「 東海 支部この15年 」にかな り

の質数 を費 しており、同支部の歴史を見る 上で非

常に興味深い。

簡単に内容を紹介すると、

第 1部 の記録は、1975年 に実施 されたカラコル

ム ′ラ トツク山群の記録であ り、 1司 時に行なわれ

た、地質、氷河調査の概報も収録されている。中

でも「 カラコルム通信 」は、紀行瓜にまとめられ

てお り、ラ トツク主峰の登頂断念の経緯や氷河探

検の 苦労話等が リアルな雰囲気で読む者に伝わ っ

て くる。

第 2部では、
「ヒマラヤ・雪の記録 」、「 組織論

再考」、「 高所順化 」、「 ネパール人との出合い 」

の 4っ の論 文がまとめられる。

原真氏の「 組織論再考」は、氏がすでに「 遥か

なる未踏の屋根 」の中で発表 している「 遠征運営

論 」と合せて読む と興味深い。

氏は、先の「 遠征運営論 」の中で 2つ の疑間を

残 していたが、 この「組織論再考」の中では疑間が

確信となって顕れている。

「 第 1は 、 一いくら組織論を云 々しても、中心に

なる1固 人の力量 (リ ーダーシ ップ )が駄目な ら、

それは駄 目な組織である。 一 ・

第 2は ヾ 一人間は教育では変 らない。 したがっ

て、誰でもが リーダーになることはできない。 あ

るいは、人間は決 っして公平にはできていない。

あるいは、人間は本当に解 り合 うことはない。

すなわ ち、 誰がや って も同 じ結果が得 られる

ような、すば らしい組織運営法はない。組織 を構

成する1国 人によって組織の質は決る。なかんず く

リーダーの影響力は、よきにつけあしきにつけ、

決定的である。 」

組織の運営法にどんなによい方法があっても、

各 1固 人のや り抜 く意志がなければ どうにもな らな

いとい うことが、氏の文を読むたびに感 じられる。

「 高所順化 」および「 ネパール人との出合い 」

は、 ジーン・ リボ リアとトニー・ ハーゲンの邦訳

論文である。

「 高所順化 」は、東海支部で翻訳 したもので、

専門的知識を要せず とも理解できるものであ り、

また「 ネパール人との出合い」は 一「 ネパール・

ヒマラヤ中の王国 」―よ り抄訳 したもので、「 東海

山岳第 2号」の「 ネパール 史の概観 」と合わせると

ハーダ ンの著 した主要な部分を読むことができる。

第 3部の紀行では、カシミール・ コラホイとパ

ミールが収録されてお り、第 2部の論文を読み終

えた後には、気楽に読み進めることができる。

第 4部には、先にも記 したように約半分の頁を

費 してお り、東海支部が設立されてか ら現在まで

の同支部の歴史を綴っている。

15年 間に綴 られた 3冊のルーム・ ノー トからの

抜すいを中心に、東海支部活動の
tt陰

の声 '・ であ

りJ隠 れた記録であるc原氏 と沖氏の対談も読ませる。

この15年 間に同支部は、アコンカグア、マカル

ー、 ラ トツク・ パ ミールと遠征を実施 してきたが

支部設立か らこれ らの遠征が実施 されるまでの

紆余曲折、新 しく加わ る者 そ して去る者たち

の人間模様であ り、強烈に読む者の心をとらえ、

その絡み合いの中へ引きず り込んで行 く。

第 5部は、東海支部年表であるが、第 3号の年

表と併せ、また第 4部の東海支部この15年 を読み

進める上で参考にすれば、より東海支部を知るこ

とができよう。

本書を一読すると、組織 とは何か、遠征とは ど

うあるべきか、といったものが片々と顕れてお り、

それが読む者に対 して大きく迫って くる。

東海支部は、いわゆる職場、地域、学校の山岳

会と比べる と、その組織の運営法等か らまったく

異質な、高次元のものが感 じられる。 しか し、そ

の中には個人の能力によるタテ害」りがあ り、それ

が緊張 と対立を生み出 していたのではなか・ろうか。

彼 らは、その緊張 と対立を剪除するのではな く、

自らのエネルギー源 として現在の東海支部を築い

てきた。

まさに日本山岳東海支部は、組織、遠征のあり

かたな どの複雑かつ大きな問題を、研究素材 とし

て我 々に提供 しているといえよう。 (伊 東満 )
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HAJの 本 特約書店 紹介 ―一 その 2

札 幌

成美堂書店は札幌で最 も賑やかな四番街にある。

駅前通 りを南下 して三越前 (四丁目十字街 )を 過

ぎ狸小路 を横切ってススキノ十字街の少 し手前、

左側にある。地下街ポールタウンを南進する と「

成美堂 」の矢印標示があるのでその階段 を登 って

もよい し、地下鉄ススキノ駅から北進 してもよい。

ブルーの外壁に自字で「 成美堂 」と共に「
tt岩

波

書店 "の 図書 」と、由緒 ある夏目漱石の書体で掲

示 されている。 これはこの店の川人社長が岩波書

店 と交渉 して全国で唯一店掲げられているものだ

そ うである。

一階は新刊書フロアで一 目みてこの店の特徴が

岩波書 と山岳書であることがわかる。山岳書コー

ナーは横 1″ 高さ 2.7″ 、すでに隣の列に越境 し

てお りHAJ出 版物が最も手に取 り易い位置に並

べられているのも嬉 しい。 2階は占書フロアでこ

こにも山岳書コーナーがある。

4年程前に「 山岳古書展示即売会 」が開かれた

が、その後主人はあまり書棚に並べなくなった。

それとい うのも主人は実に頑固な「 お客主義 」で

業者の抜 き買いやセ ミプロの投機買い を嫌 うから

でもある。第 2回 目の即売会が楽 しみであるがこ

の主人は商売抜きで山岳書を愛 し、読み、学ぶ万

だけにいつのことになるのや ら………。

川人社長は大正の末期 12才 で札幌の古書店に住

込みの 丁稚奉公に入 り、やがて乏 しい睡眠時間を

削って早大通信講座で独学 をは じめた。 この苦 し

い時代に、何かとこの少年 を励まして くれたのは

当時 まだ若く北大山岳部にいた佐々保雄氏であり、

この岳人を通 じて人の道、男の生き甲斐、山の魅

力を学んだという。現在でこそ四番街振興会の重

鎮で あるがここに至るまでの穀難辛苦は一冊の立

志伝 でも足 りない。温和な人柄か らはとうてい昔

の労音を知る由もないが、今は、東京の大学 を出

てか ら神田悠久堂 で実習 した長男の義信氏を古書

部に、また司書の資格をもつ次男の正美氏を新書

部に配 して、ご自分は専 ら地域の振興に奔走され

ている。 ともあれ地元の山岳書愛好家 は主人の蔵

書 とも言える、山の稀購本の開放される 日を待っ

ている。                    (A)

・
・
―
―

―
■

||

成美堂正面・ 札幌市 4番街 店主 川人宇三美 さん

載みを菅た

審 餞
‐

「M
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C¨ A!Uの トレッキング用海外旅行保険…
この保険は、 トレッキングをふくむ旅行期間中のヶガや病気による医療費、死亡金をお支払いいた

します。ただし、ザイル、ピッケ′ヽ アイゼンなどを使用する登山行動中の事故はカバ ーいた しません。
保険料はタイブおよび期間で決ります。 3タ イプの うち 1タ イプをお選び下さい。申込書の「 旅行

目的 」の欄に「 Trekking」 とタイプ名 (A、 B、 C)を お書き下さい。申込書は地Ч名古屋事務所にあ
りますので、出発前 1カ 月以前にお問合せ下さい。

保 障 の 内 容 Aタ イプ Bタ イプ Cタ イプ

傷

害

死亡 。後遺障害 500万円 1,000万 II] 2,000万円

傷 害 治療実費 200万 円 250万 11」 300万 円

疾

病

疾 病 治療実費 200万 円 250万円 300万 円

疾 病 死 亡 500万 円 500万 1●」 500万 円

なお、保険期間の数え方としては、初日は算入 しません。たとえば
11月 10日 からll月 24日 までの旅行ですと、保険期間は14日 間̂ ま た、
普通の観光などを目的 とした海外旅行のための保険も扱つています。
保険料は上記の約 1/3になつています。

35,410円

22,510円

保 険 期 間 Aタ イプ Bタ イプ

保 険 料 金

Cタ イ

8日 ～ 10日 間 迄 12,1501] 18,910円 30,760円

11日 ～ 14日 間迄 12,650円 19,610円

15日 ～ 17日 間迄 12,960円 20β 20円

31,760円

32,320F]

18日 ～ 21日 間迄 13.510円 20,820用 33.520円

22日 ～ 24日 間迄 13.920円 21,3301] 34.180円

25日 ～27日 間迄 14,490円 22,160円

28日 ～ lヵ 月間迄 14,740円 35,910円

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ツアー名

★ シル クロー ド 6,000キ ロ

★ ネパール とアフガニス タン

↓砂 漠 の国 アフガニス タンと最ス
後 の桃源境 フンザ

★大 ペル シ ャとアフガニ ス タン

―
お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で

一
一 般 登 録 372号

腕 トラベル ジャパ ン
〒100 東京都千代田区有楽町2-2-1
ラクチョウビル5呪 ぃ1,電話 (03)572-146:
担  当

―

外池・小島・丹羽

海外登

「

~海
外旅行傷害

|

山, トレッキングに傷害保険を
保険 (運動危険担保特約付)に ついて研究 しておりま

夕 ヶ

ヨット)。 l｀7通 傷害・ 利益

岳   産  業 にご相談して下 さい /

すべての保険を取扱い安心と笑顔 を売る岳産業 の西田までご連絡下さい

自動 I11・ 火災 。レジャー (山 岳保険 。国内旅行・つ り。ゴルフ
・生産物等の私達の生活に関連した保険を上「て扱ってぃます。

大 正 海 上火 災
保険 (株)代理店

タケ          人阪||∫ 淀‖1区 西中島町5j」 1第 3チ サン10F,」た.I■L  =.畿 L TEL()6〔 304〕 1115番 〒 532西 田繁造

「
Ei   ′ヨE. ラ甲モ ●地下鉄西中島南方駅または国鉄新大阪駅下車徒歩5分
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